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六
月
十
四
日
、
市
役
所
正
庁
に
て
、
平
成
二
十
八
年
度
定
期
総
会
を

開
催
し
、
総
会
に
先
立
ち
、
町
内
会
等
活
動
功
労
者
表
彰
式
を
行
い
ま

し
た
。 

 

今
年
度
の
表
彰
受
賞
者
は
五
十
一
名
で
、
受
賞
者
を
代
表
し
て
新
目

弘
さ
ん(

舞
木
町
内
会)

が
謝
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

総
会
に
は
、
委
任
状
を
含
め
て
二
百
六
十
三
名
の
御
出
席
を
い
た
だ

き
、
昨
年
度
の
事
業
及
び
決
算
の
報
告
並
び
に
会
費
見
直
し
再
検
討
結

果
の
報
告
を
行
い
、
ま
た
、
本
年
度
の
事
業
及
び
予
算
の
提
案
並
び
に

旅
費
規
程
の
制
定
に
つ
い
て
の
提
案
が
出
さ
れ
、
提
出
さ
れ
た
全
て
の

議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

加
え
て
、
本
年
度
新
た
に
二
つ
の
町
内
会
が
発
足
し
た
た
め
、
本
会

の
所
属
団
体
数
が
三
百
十
九
と
な
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

＜平成 28 年度事業計画＞ 

１．功労者の表彰 

２．各専門部会による事業活動 

３．郡山地区社会福祉協議会との 

連携強化 

４. 全国自治会連合会宮城県仙台 

大会への視察研修 

５．郡山駅前違法客引き等防止 

に向けた関係機関との連携 

６．その他目的達成のための事業 

 

平
成
二
十
八
年
度
定
期
総
会
を
開
催 

専 

門 

部 

会 

活 

動 

報 

告 

環境部会 

ごみ問題に関する研修会 

組織部会 

第 1 回新任町内会長座談会 

 

組
織
部
会
で
は
、
六
月
二
十
一
日

に
、
ミ
ュ
ー
カ
ル
が
く
と
館
に
お
い

て
、
「
第
一
回
新
任
町
内
会
長
座
談

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
午
後
一
時

半
か
ら
行
わ
れ
た
第
一
部
に
は
二

十
一
名
、
午
後
六
時
か
行
わ
れ
た
第

二
部
に
は
十
四
名
の
新
任
会
長
が

参
加
し
、
本
会
の
役
員
と
意
見
を
交

換
し
ま
し
た
。 

 

参
加
者
か
ら
は
、
「
各
町
内
会
と

も
共
通
の
課
題
が
多
く
、
悩
み
が
共

有
で
き
て
良
か
っ
た
」
な
ど
の
感
想

が
あ
り
ま
し
た
。 

 

第
二
回
目
の
開
催
に
つ
い
て
は
、

決
ま
り
次
第
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

 

環
境
部
会
で
は
、
五
月
二
十
四
日
、

ミ
ュ
ー
カ
ル
が
く
と
館
に
お
い
て
、

市
役
所
清
掃
課
の
職
員
を
講
師
に

「
ご
み
問
題
に
関
す
る
研
修
会
」
を

開
催
し
、
理
事
を
中
心
に
四
十
五
名

が
参
加
し
ま
し
た
。 

 

多
く
の
町
内
会
で
ご
み
問
題
は
共

通
の
課
題
で
あ
る
た
め
、
参
加
者
の

関
心
も
高
く
、
特
に
町
内
会
未
加
入

者
や
集
合
住
宅
居
住
者
に
対
す
る
対

応
へ
の
難
し
さ
に
意
見
が
集
中
し
ま

し
た
。 

 

環
境
部
会
で
は
、
今
年
度
、「
空
家

問
題
に
関
す
る
研
修
会
」
の
開
催
も

予
定
し
て
い
ま
す
。 



 

○
会
長 

 
 

鈴
木
光
二(

大
槻
中
央) 

○
副
会
長 

 

宗
像
金
三(

芳
賀) 

酒
井
博
之(

開
成) 

坂
本 

大(

桃
見
台) 

 
 

國
分
晴
朗(

久
留
米) 

○
事
務
局
長 

久
保
田
義
雄(

大
成) 

○
会
計 

 
 

影
山
洋
二(

小
山
田) 

○
総
務
部
会 

部
会
長 

 

柳
沼 

愑(

大
島) 

副
部
会
長 

藤
橋
定
行(

桑
野) 

○
組
織
部
会 

部
会
長 

 

国
分
信
義(

開
成) 

副
部
会
長 

関
本
賢
治(

大
槻
中
央) 

○
環
境
部
会 

部
会
長 

 

増
子
哲
也(

東
部) 

副
部
会
長 

山
崎
五
郎(

菜
根) 

○
社
会
部
会 

部
会
長 

 

佐
久
間
清
一(

大
槻
中
央) 

副
部
会
長 

久
保
田
豊
實(

名
倉) 

本
年
度
の
役
員
体
制
に
つ
い
て
、
左
表
の
と

お
り
決
定
い
た
し
ま
し
た
。 
こ
の
事
業
は
、
町
内
会
等
が
行
う
住
民
間
の
交
流
、
高

齢
者
の
生
活
支
援
、
見
守
り
活
動
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

づ
く
り
の
取
組
を
支
援
す
る
た
め
、
福
島
県
が
活
動
に
必

要
な
経
費
を
補
助
す
る
事
業
（
上
限
五
十
万
円
、
一
団
体

一
回
限
り
）
で
、
平
成
二
十
八
年
四
月
十
一
日
か
ら
五
月

十
日
ま
で
に
対
象
団
体
の
募
集
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

そ
の
結
果
、
補
助
対
象
と
し
て
県
内
で
四 

団
体
が
選
定
さ
れ
、
本
会
に
所
属
す
る
町
内 

会
か
ら
、
下
亀
田
自
治
会
、
緑
ヶ
丘
東
一
丁 

目
町
内
会
、
原
田
町
内
会
の
三
町
内
会
が
選 

定
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
う
ち
、
下
亀
田
自
治
会
（
遠
藤
教
夫 

会
長
）
で
は
、
交
流
サ
ロ
ン
の
開
催
、
健
康 

づ
く
り
体
操
や
お
話
し
会
に
取
り
組
み
、
ま 

た
、
地
域
の
お
祭
り
・
地
域
文
化
の
伝
承
・
勉
強
会
・
作
品
展
の
開
催 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

等
を
行
い
、
住
民
間
の
交
流
や
健
康
・
地
域 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

づ
く
り
を
図
っ
て
い
ま
す
。 

県
で
は
次
年
度
も
、
こ
の
補
助
事
業
を
実

施
す
る
予
定
と
の
こ
と
で
す
。
高
齢
社
会
へ

の
対
応
は
多
く
の
町
内
会
に
と
っ
て
共
通

の
課
題
で
あ
り
ま
す
の
で
、
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 平
成
二
十
八
年
度
役
員
体
制 

福島県高齢者支え合い 

コミュニティ支援事業 

 

活 

動 

紹 

介 

 

日
頃
か
ら
、
郡
山
中
央
町
内
会
連
合
会
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
地
域
社
会
の
活
動
に
献
身
的
に
御
尽
力
い

た
だ
き
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

ま
た
、
先
日
の
定
期
総
会
で
は
二
百
名
以
上
の
会
員
の

皆
様
に
御
出
席
を
い
た
だ
き
、
盛
況
に
開
催
で
き
た
こ
と

に
対
し
ま
し
て
重
ね
て
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

さ
て
、
本
会
は
、
郡
山
市
の
中
央
地
区
に
あ
り
、
三
百

を
超
え
る
単
位
町
内
会
で
組
織
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
各
町

内
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
そ
の
規
模
、
地
理
的
条
件
な

ど
は
多
種
多
様
で
あ
り
ま
す
が
、
「
心
豊
か
で
住
み
良
い

ま
ち
づ
く
り
」
と
い
う
共
通
の
目
標
の
も
と
、
地
域
環
境

の
向
上
や
住
民
相
互
の
親
睦
・
融
和
に
、
全
力
を
傾
注
さ

れ
て
お
ら
れ
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。 

 

本
会
は
、
そ
の
よ
う
な
皆
様
方
の
日
頃
の
取
り
組
み
に

よ
る
知
恵
を
結
集
さ
せ
、
よ
り
よ
い
地
域
づ
く
り
を
目
指

し
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
御
理
解
と
御
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

郡
山
中
央
町
内
会
連
合
会 

会
長 

鈴
木 

光
二 

ご 

あ 

い 

さ 

つ 


